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CEFR = Common European Framework of Reference for Languages 
言語共通参照枠＝いろいろな用途に使える参照枠 

Learning Teaching Assessment 

言語政策（language policy)の記述 

シラバス構築 ＆ コース設計 授業内テスト作成 

学習ニーズ分析 

学習過程の可視化 

教科書・教材開発 一般技能試験作成 

テスト採点 

教員養成 教員研修 

継続評価・自己評価 

タスク開発 

指導内容診断 教師側の評価 



CEFRレベルとヨーロッパ＆日本の現状 
A1 

• Break-

through 

A2 

• Waystage 

B1 

• Threshold 

B2 

• Vantage 

C1 C2 

ヨーロッパ 

日本（カリキュラム） 

小学校〜中学校 高校〜大学教養 大学専門〜専門職 

中学校〜高等学校 高校上位～大学 数パーセント 

R/L: A1.3 - A2.1  
S/W: A1.1 - A1.2 

達成度：高校３年 

2割以下 
80%がAレベル 

社会人 

数パーセント 
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汎用枠としての 
CAN-DOリスト 

A1 

A２ 

B1 

B2 

CAN-DOリスト作成・運用上の課題（１）：CAN-DOリストを用いた比較や連携が困難 
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学校A 

学校A 

学校B 

学校B 

• 基準がないのでそれぞれバラバラのCAN-DO 
• 目標設定が恣意的 
• 自作CAN-DOがいいかどうか自信がない 
• 他の学校のCAN-DOと比較・共有がしにくい 
• 小中、中高の連携も異なるCAN-DOだと困難 

オリジナル 
CAN-DO 

オリジナル 
CAN-DO 

オリジナル 
CAN-DO 

オリジナル 
CAN-DO 

オリジナル 
CAN-DO 

オリジナル 
CAN-DO 

• 汎用枠との連携によ
り、学校独自のCAN-

DOの作成・共有が容
易になる 

• オリジナルCAN-DO

を作る際にも、汎用枠
から出発すれば、自
分たちの学校の目標
を決めやすい 

• 文科省CAN-DOは指
標形式とするならば、
汎用枠的な特性もあ
るとよい 

例：CEFR, CEFR-J 



CAN-DOリスト作成・運用の課題（２）：CAN-DOを具体化するプロセスが理解不十分 
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指標形式の目標（CAN-DO） 

教科書の単元 

より具体的なCAN-DO 

(A2 やりとりの CEFR 自己評価表の記述） 
単純な日常のタスクの中で，情報の直接のやり取りが必要ならば，身近な話
題や活動について話し合いができる。 

通常は自分から会話を続けていくだけの十分な理解力はないのだが，短い社
交的なやり取りをすることはできる。  

• 簡単な挨拶やよびかけができる 
• 相手に元気かどうか安否を問うたり新しい出来事を聞いて応答したりできる 
• 仕事は何か、余暇に何をするかなどをきいたり答えたり（ask & answer)できる 
• 誰かを招待したり、誘い（invitation）に答えたりできる 
• すること、行く場所、会う場所などを話し合ったり（discuss）できる 
• 相手の提案（offer）を受けたり、相手に提案したりできる 

CAN-DOは各単元に具体的な表現・ 
語彙とともに位置づけられる（赤）。 

また同じCAN-DOが繰り返し異なる単
元に現れ、定着をはかられる（緑）。 



CAN-DOを実現する語彙や文法について 

• 発信型CAN-DO: 

o Action-oriented なので、「〜できる」に具体的な言語機能を伴うものが多い： 

（例）賛成する、依頼する、感謝する、謝る 

o 具体的な「機能」を実現する語彙や文法が張り付くことができる 

• 受信型CAN-DO: 

o 形式はすべて「〜がわかる」なので、どのようなテキストを理解するのか、という「テキスト・タ

イプ」の情報が来ることが多い 

o 受信するテキストの種類、長さ、複雑さ、語彙レベルなどが規定される 

 

これらの側面を満たす語彙・文法をCAN-DO、およびCEFRレベルに 

ひもづける作業が必要  

 RLD（参照レベル記述）: Grammar & Text Profile （後述） 
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CAN-DOリストの起源 

• Threshold Level (van Ek 1975) 
o Breakthrough (A1) – Waystage (A2) – Threshold Level (B1) 
– Vantage (B2) 

o 公教育を終え一定の「閾値(threshold level)」を超えたユーザーは、 
言葉で何ができるか、を記述したインベントリー 

• Function + Notion (General Notion + Specific Notion) 

• 極めて詳細な文法・表現・語彙リスト 
 これを元に Council of Europe で多言語版がで
き,最後にCAN-DOという要素に抽象化して、言語共
通にしたものが CEFR である 
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英語における参照レベル記述の国際的試み 

• Core Inventory for General English (British Council/ EAQUALS) ※教員の経験
＋教材の質的分析 

• English Profile (Cambridge English Assessment) 
※学習者のアウトプットの分析 

• Pearson GSE Learning Objectives (Pearson Education) 
※大量のCAN-DOの教員によるレベル判定を統計的に集約 

• CEFR-J Grammar/ Text/ Vocabulary Profile (投野科研、開発中) 

※CEFR準拠コースブック・データからのレベル別文法・テキスト特性の抽出 

※CAN-DOリストへの表現・語彙のひも付け（発信CAN-DO中心） 

 

• これら資料を有効活用した「CAN-DOの具体化」＝教科書作成 

が望まれる 

• 現行の教科書の構成上の問題： 

o 文法シラバスが主流 

o CAN-DOを実現する言語タスクのヴァリエーションが狭い（リーディング教材中心） 

8 



• Grammar Profile 

• ヨーロッパの CEFR準拠コースブック100冊のコーパス分析 

o 300の文法特性の配列を、コーパス分析で調査 

 CEFRレベルに対応する文法配列を科学的に検証・提案 
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基盤研究(A)課題番号24242017（代表：投野由紀夫）の取り組み： 
文法特徴によるCEFRレベル別特性抽出 

ソース：石井康毅先生（研究分担者：成城大学）の分析データによる 



基盤研究(A)課題番号24242017（代表：投野由紀夫）の取り組み： 
Text Profile: テキスト特徴によるCEFRレベル別特性抽出 

• 単語総数 

• 単語の平均長 

• 異なる単語長の割合 

• 異語数 

• TTR 

• 平均文長 

 

• CEFR-J Wordlist による
単語難易度とその単語の
割合 
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• 構文木の深さ 

＋単語難易度 

• 構文木の深さ 

＋単語長 

基盤研究(A)（投野代表）で、大阪大学大学院情報科学研究科の水嶋海都さん＆ 

同大荒瀬由紀先生に研究協力者としてデータ分析を依頼中 



日本の英語教科書 vs アジアの教科書 

• 中学校英語教科書の異なり語比較(2008) 
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韓国/台湾:日本 = 2 : 1 
 
中国:日本 = 3 : 1  
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投野由紀夫(2008)「アジア各国と日本の教科書比較」(2008年5月16日、教育再生懇談会会議資料） 
http://www.kantei.go.jp/jp/singi/kyouiku_kondan/kaisai/dai3/2seku/2s-siryou3.pdf 



日本の英語教科書は薄い！！(2008) 
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• 中学校の英語教科書の総語数の比較 
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日本の英語教科書 vs アジアの教科書 

教科書の異語数の計算は、東京外国語大学投野研究室で独自に作成した教科書データをもとに行ったもの。 

本文以外の単語も含め、かつ数字・記号・固有名詞も含む。厳密な「見出し語化」は行っていない。 

語彙サイズは 

格段に増加 

（中学3年で 

 2000語平均） 
 

ほぼ韓国・台湾と 

近似 



教科書の課題：語彙制限がないのでバラバラ 

• 語彙900語1200語：実際は2000語近くに増加 

• かなり難度の高い単語が中学レベルで出てきている： 

 

 

 

• ただし、選定されている語彙には統一感がない 

• 中学で出てきてほしいA1レベル1000語余りのうち、 

-７種の教科書で共通する単語は343語 

-中３で平均2000語出ていても、共通する語は413語 
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CEFR-J Wordlist 中学教科書の出現単語数 カバー率 
A1 レベル語彙    (1068） 770 72.10% 
A2 レベル語彙    (1359) 632 46.50% 
B1 レベル語彙  (2359) 591 25.05% 
B2 レベル語彙  (2713) 541 19.94% 



CAN-DO以外に語彙でも明確なイメージを 

0

50

100

% coverage
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最重要 
100語 
会話：６７％ 

名詞・形容詞 

内容語10％ 基本動詞20％ 

代名詞 

前置詞 

副詞 

冠詞 

接続詞 

など 

機能語70% 

基本2000語 
書き言葉８割 
話し言葉９割 

名詞1000語 

残りの単語 
会話：6万語 

書き言葉：数十万語 

中高3000語あったとしても一部の基本語が特によく使われる： 
→ 「100語」程度で文の骨格を作り、2000語（半分は名詞）で「肉付け」している  

→ 新出文法の導入・練習、新しいテキストの内容理解の部分に、100語、2000語
を鍛える「既習事項のリサイクル」の観点が重視される必要がある 

1億語コーパスの分析 

（教科書3000セット分） 

◎コア2000語は比較的出現が
安定している 

◎2000語以下の単語は、次の
2000語で追加してもカバー率
はきわめて低く、学習効果は
限定されてしまう 

◎もちろん、大学入試などには
「認識語彙」として必要ではあ
るが、6000語以上は確率低い 
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100 
語 

基礎100語は「語彙知識の深さ」を保証＝より進んだ用法へと深化 

CAN-DOの中核に 

なる動詞２０の習得 

がポイントの１つ 

2000 
語 

何度も出会う → 「幹の100語」と一緒に使う → 高校卒業時に活用語彙に 

3000 〜 6000語 
 

日本語 英語 

（単語カード等による）語彙の1対1による意図的学習の場合： 
 3000語まで：日本語から英語が出る（最低限の発信） 
 3000以上 ：英語を見て意味がわかる （認識語彙） 
 ※もちろん、英語のみの授業で導入・学習してもOK  ※語彙数はニーズ、レベルに応じて増減する 

チャンクで練習： 
動詞＋名詞 

形容詞＋名詞 

前置詞＋名詞 



発信技能CAN-DO：必須基礎語彙・表現をセットで提示 
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指標形式の目標（CAN-DO） 

より具体的なCAN-DO 

(A2 やりとりの CEFR 自己評価表の記述：和訳 投野） 
単純な日常のタスクの中で，情報の直接のやり取りが必要ならば，身近な話
題や活動について話し合いができる。 

通常は自分から会話を続けていくだけの十分な理解力はないのだが，短い社
交的なやり取りをすることはできる。  

• 簡単な挨拶やよびかけができる 
• 相手に元気かどうか安否を問うたり新しい出来事を聞いて応答したりできる 
• 仕事は何か、余暇に何をするかなどをきいたり答えたり（ask & answer)できる 
• 誰かを招待したり、誘い（invitation）に答えたりできる 
• すること、行く場所、会う場所などを話し合ったり（discuss）できる 
• 相手の提案（offer）を受けたり、相手に提案したりできる 

(CEFR 本文 3.6 Content coherence の言語機能記述より抜粋） 

誰かを招待したり、誘いに答えたりできる 

RLD資料を 
活用した 
教科書作成 
で実現 

 

CEFR-J CAN-DOにひもづく表現の例 チャンク・パターン RLD 関連資料 

A1.2 Let’s go to the cinema. go to (PLACE) 
※具体的な語彙セットは別表で扱う 

CI-A2: suggestions; Let's … 

A1.2 Thank you. / No, thank you. Phrase T-series: A1 

A1.2 Yes, please. Phrase T-series: A1 

A2.2-C1 Would you like to come to my party? come to (PLACE) 
CI-A2: invitations;  

would you like to …? 

A2.2-C1 Do you fancy going to the club tonight? fancy + Ving 
CI-A2: invitations;  
do you fancy V-ing 

A2.2-C1 Let’s get some fish and chips. get + (THINGS TO BUY) CI-A2: shopping 



学習指導要領運用時の注意点： 
ことばの「仕込み」と「使用」両面を重視すべき 

• Input 量が限られている日本 

学習効率を上げるため「学習材」の精選は重要 

• [CAN-DO] ＋ [それを実現するための言語活動タスク] 

それを下支えする [語彙＆表現インベントリー]のセット 

• 「仕込み」：マルチモーダルな練習＆自動化のプロセスは必須 

 ただ「単体の単語」だと従来型の単語暗記になってしまう 

 CAN-DOとひも付いた関連表現で有意味なチャンクを練習素材としたい 

 練習はマルチモーダルで五感を使って「チャンク→文」レベルまでの練習をする 

 こういう部分を ICT 活用できると効果的 

 小学校モジュール授業も多様な活動の中で「仕込み」の視点を入れてほしい 

 週1コマの授業で「使ってみる」活動と連携するのもよい 

 （割合は素材によるが、特定の表現の仕込み： 使ってみる活動＝ １：２〜３） 

 ただし定着にはこれらがスパイラルに言語活動の中に積み重なっていく必要がある 

• 小中高の受け継ぎはそれらの「定着度」を診断・補修 

• 教科書も効率的なCAN-DOと語彙のセットを緩やかに提示 
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学習指導要領運用時の注意点（２）： 
 教える側のCAN-DO vs. 学ぶ側の CAN-DO 

• シラバス構築のためには「教材提示」用のCAN-DOと 

言語材料一覧が必要  ある程度目標値高めに設定可能 

 ただしそれが「すぐに定着」するとは限らない 

 「ことばの獲得」の特質を考慮した診断・評価 

• 「学習者用CAN-DO」：発達レベルに適した表現で 

• 「できるようにする」という表現： 

 学習用には「できる」で提示する 

• 新指導要領のシラバスで科学的に教授・学習の関係をリサーチしていき、その結果

を改善点に盛り込む工夫が望まれる 
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CEFR-J (日本語版）

Version 1.1

レベ
ル

PreA1 A1.1 A1.2 A1.3 A2.1 A2.2 B1.1 B1.2 B2.1 B2.2 C1 C2

ゆっくりはっきりと話
されれば、日常の身
近な単語を聞きとる
ことができる。

当人に向かって、
ゆっくりはっきりと話
されれば、「立て」
「座れ」「止まれ」と
いった短い簡単な指
示を理解することが
できる。

趣味やスポーツ、部
活動などの身近なト
ピックに関する短い
話を、ゆっくりはっき
りと話されれば、理
解することができ
る。

ゆっくりはっきりと話
されれば、自分自身
や自分の家族・学
校・地域などの身の
回りの事柄に関連し
た句や表現を理解
することができる。

ゆっくりはっきりと放
送されれば、公共の
乗り物や駅や空港
の短い簡潔なアナウ
ンスを理解すること
ができる。

スポーツ・料理など
の一連の行動を、
ゆっくりはっきりと指
示されれば、指示通
りに行動することが
できる。

外国の行事や習慣
などに関する説明の
概要を、ゆっくりはっ
きりと話されれば、
理解することができ
る。

自然な速さの録音や
放送（天気予報や空
港のアナウンスな
ど）を聞いて、自分
に関心のある、具体
的な情報の大部分
を聞き取ることがで
きる。

自然な速さの標準的
な英語で話されてい
れば、テレビ番組や
映画の母語話者同
士の会話の要点を
理解できる。

非母語話者への配
慮としての言語的な
調整がなされていな
くても、母語話者同
士の多様な会話の
流れ（テレビ、映画
など）についていくこ
とができる。

英語の文字が発音
されるのを聞いて、
どの文字かわかる。

日常生活に必要な
重要な情報（数字、
品物の値段、日付、
曜日など）を、ゆっく
りはっきりと話されれ
ば、聞きとることがで
きる。

日常生活の身近なト
ピックについての話
を、ゆっくりはっきり
と話されれば、場所
や時間等の具体的
な情報を聞きとるこ
とができる。

（買い物や外食など
で）簡単な用をたす
のに必要な指示や
説明を、ゆっくりはっ
きりと話されれば、
理解することができ
る。

学校の宿題、旅行の
日程などの明確で
具体的な事実を、
はっきりとなじみの
ある発音で指示され
れば、要点を理解す
ることができる。

視覚補助のある作
業（料理、工作など）
の指示を、ゆっくり
はっきりと話されれ
ば、聞いて理解する
ことができる。

自分の周りで話され
ている少し長めの議
論でも、はっきりとな
じみのある発音であ
れば、その要点を理
解することができ
る。

はっきりとなじみの
ある発音で話されれ
ば、身近なトピックの
短いラジオニュース
などを聞いて、要点
を理解することがで
きる。

トピックが身近であ
れば、長い話や複雑
な議論の流れを理
解することができ
る。

自然な速さで標準的
な発音の英語で話さ
れていれば、現代社
会や専門分野のト
ピックについて、話
者の意図を理解す
ることができる。

口頭活動で既に慣
れ親しんだ絵本の中
の単語を見つけるこ
とができる。

「駐車禁止」、「飲食
禁止」等の日常生活
で使われる非常に
短い簡単な指示を
読み、理解すること
ができる。

簡単なポスターや招
待状等の日常生活
で使われる非常に
短い簡単な文章を
読み、理解すること
ができる。

簡単な語を用いて書
かれた、スポーツ・
音楽・旅行など個人
的な興味のあるト
ピックに関する文章
を、イラストや写真も
参考にしながら理解
することができる。

簡単な語を用いて書
かれた人物描写、場
所の説明、日常生活
や文化の紹介など
の、説明文を理解す
ることができる。

簡単な英語で表現さ
れていれば、旅行ガ
イドブック、レシピな
ど実用的・具体的で
内容が予想できるも
のから必要な情報を
探すことができる。

学習を目的として書
かれた新聞や雑誌
の記事の要点を理
解することができ
る。

インターネットや参
考図書などを調べ
て、文章の構成を意
識ながら、学業や仕
事に関係ある情報を
手に入れることがで
きる。必要であれば
時に辞書を用いて、
図表と関連づけなが
ら理解することがで
きる。

現代の問題など一
般的関心の高いト
ピックを扱った文章
を、辞書を使わずに
読み、複数の視点の
相違点や共通点を
比較しながら読むこ
とができる。

記事やレポートなど
のやや複雑な文章
を一読し、文章の重
要度を判断すること
ができる。綿密な読
みが必要と判断した
場合は、読む速さや
読み方を変えて、正
確に読むことができ
る。

ブロック体で書かれ
た大文字・小文字が
わかる。

ファーストフード・レ
ストランの、絵や写
真がついたメニュー
を理解し、選ぶこと
ができる。

身近な人からの携
帯メールなどによ
る、旅の思い出など
が書かれた非常に
短い簡単な近況報
告を理解することが
できる。

簡単な語を用いて書
かれた、挿絵のある
短い物語を理解する
ことができる。

簡単な語を用いて書
かれた短い物語や
伝記などを理解する
ことができる。

生活、趣味、スポー
ツなど、日常的なト
ピックを扱った文章
の要点を理解した
り、必要な情報を取
り出したりすることが
できる。

ゲームのやり方、申
込書の記入のしか
た、ものの組み立て
方など、簡潔に書か
れた手順を理解する
ことができる。

平易な英語で書か
れた長めの物語の
筋を理解することが
できる。

難しい部分を読み返
すことができれば、
自分の専門分野の
報告書・仕様書・操
作マニュアルなど
を、詳細に理解する
ことができる。

自分の専門分野の
論文や資料から、辞
書を使わずに、必要
な情報や論点を読
み取ることができ
る。

構成が明瞭ではな
く、事柄の関係性が
暗示されているだけ
で明示的になってい
ないときでも、長い
話を理解できる。ま
た、特別に努力しな
いでもテレビ番組や
映画を理解すること
ができる。

生であれ、放送され
たものであれ、母語
話者の速いスピード
の発話でも、話し方
の癖に慣れる時間
の余裕があれば、ど
んな種類の話し言葉
も難無く理解するこ
とができる。

長い複雑な事実に
基づくテクストや文
学テクストを、文体
の違いを認識しなが
ら理解できる。自分
の関連外の分野で
の専門的記事や長
い技術的説明書も
理解できる。

抽象的で、構造的に
も言語的にも複雑な
文章、例えばマニュ
アル・専門的記事・
文学作品のテクスト
など、事実上あらゆ
る形式で書かれた
英文を容易に読むこ
とができる。
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基礎的な語句を使っ
て，「助けて！」や
「～が欲しい」などの
自分の要求を伝える
ことができる。また，
必要があれば，欲し
いものを指さししな
がら自分の意思を伝
えることが出来る。

なじみのある定型表
現を使って、時間・
日にち・場所につい
て質問したり、質問
に答えたりすること
ができる。

基本的な語や言い
回しを使って日常の
やりとり(何ができる
かできないかや色に
ついてのやりとりな
ど），において単純
に応答することがで
きる。

趣味、部活動などの
なじみのあるトピック
に関して、はっきりと
話されれば、簡単な
質疑応答をすること
ができる。

順序を表す表現であ
るfirst, then, nextな
どのつなぎ言葉や
「右に曲がって」や
「まっすぐ行って」な
どの基本的な表現を
使って，単純な道案
内をすることができ
る。

簡単な英語で、意見
や気持ちをやりとり
したり、賛成や反対
などの自分の意見を
伝えたり、物や人を
較べたりすることが
できる。

身近なトピック（学
校・趣味・将来の希
望）について、簡単
な英語を幅広く使っ
て意見を表明し、情
報を交換することが
できる。

病院や市役所といっ
た場所において、詳
細にまた自信を持っ
て、問題を説明する
ことができる。関連
する詳細な情報を提
供して、その結果と
して正しい処置を受
けることができる。

ある程度なじみのあ
るトピックならば，新
聞・インターネットで
読んだり、テレビで
見たニュースの要点
について議論するこ
とができる。

一般的な分野から、
文化、学術などの、
専門的な分野まで、
幅広いトピックの会
話に積極的に参加
し、自分の考えを正
確かつ流暢に表現
することができる。

一般的な定型の日
常の挨拶や季節の
挨拶をしたり、そうし
た挨拶に応答したり
することができる。

家族、日課、趣味な
どの個人的なトピッ
クについて、（必ずし
も正確ではないが）
なじみのある表現や
基礎的な文を使っ
て、質問したり、質問
に答えたりすること
ができる。

スポーツや食べ物な
どの好き嫌いなどの
とてもなじみのあるト
ピックに関して，はっ
きり話されれば，限
られたレパートリー
を使って，簡単な意
見交換をすることが
できる。

基本的な語や言い
回しを使って，人を
誘ったり，誘いを受
けたり，断ったりする
ことができる。

補助となる絵やもの
を用いて，基本的な
情報を伝え，また，
簡単な意見交換を
することができる。

予測できる日常的な
状況（郵便局・駅・店
など）ならば，さまざ
まな語や表現を用い
てやり取りができ
る。

個人的に関心のあ
る具体的なトピック
について、簡単な英
語を多様に用いて、
社交的な会話を続
けることができる。

駅や店などの一般
的な場所で、間違っ
た切符の購入などと
いったサービスに関
する誤りなどの問題
を、自信を持って詳
しく説明することがで
きる。相手が協力的
であれば、丁寧に依
頼したり、お礼を
言って、正しいもの
やサービスを受ける
ことができる。

母語話者同士の議
論に加われないこと
もあるが、自分が学
んだトピックや自分
の興味や経験の範
囲内のトピックなら、
抽象的なトピックで
あっても、議論でき
る。

幅広い慣用表現を
使って、雑誌記事に
対して意見を交換す
ることができる。

簡単な語や基礎的
な句を用いて、自分
についてのごく限ら
れた情報（名前、年
齢など）を伝えること
ができる。

基礎的な語句、定型
表現を用いて、限ら
れた個人情報（家族
や趣味など）を伝え
ることができる。

前もって発話するこ
とを用意した上で、
限られた身近なト
ピックについて、簡
単な語や基礎的な
句を限られた構文を
用い、簡単な意見を
言うことができる。

前もって発話するこ
とを用意した上で、
限られた身近なト
ピックについて、簡
単な語や基礎的な
句を限られた構文に
用い、複数の文で意
見を言うことができ
る。

一連の簡単な語句
や文を使って、自分
の趣味や特技に触
れながら自己紹介を
することができる。

写真や絵、地図など
の視覚的補助を利
用しながら、一連の
簡単な語句や文を
使って、自分の毎日
の生活に直接関連
のあるトピック（自分
のこと、学校のこと、
地域のことなど）に
ついて、短いスピー
チをすることができ
る。

使える語句や表現を
繋いで、自分の経験
や夢、希望を順序だ
て、話しを広げなが
ら、ある程度詳しく語
ることができる。

短い読み物か短い
新聞記事であれば、
ある程度の流暢さを
もって、自分の感想
や考えを加えなが
ら、あらすじや要点
を順序だてて伝える
ことができる。

ある視点に賛成また
は反対の理由や代
替案などをあげて、
事前に用意されたプ
レゼンテーションを
聴衆の前で流暢に
行うことができ、一
連の質問にもある程
度流暢に対応がで
きる。

要点とそれに関連す
る詳細の両方に焦
点を当てながら、流
暢にプレゼンテー
ションができ、また、
あらかじめ用意され
たテキストから自然
にはなれて、聴衆が
興味のある点に対
応してプレゼンテー
ションの内容を調整
し、そこでもかなり流
暢に容易に表現でき
る。

前もって話すことを
用意した上で、基礎
的な語句、定型表現
を用いて、人前で実
物などを見せながら
その物を説明するこ
とができる。

基礎的な語句、定型
表現を用いて、簡単
な情報（時間や日
時、場所など）を伝
えることができる。

前もって発話するこ
とを用意した上で、
日常生活の物事を、
簡単な語や基礎的
な句を限られた構文
を用い、簡単に描写
することができる。

前もって発話するこ
とを用意した上で、
日常生活に関する
簡単な事実を、簡単
な語や基礎的な句を
限られた構文を用
い、複数の文で描写
できる。

写真や絵、地図など
の視覚的補助を利
用しながら、一連の
簡単な句や文を使っ
て、身近なトピック
（学校や地域など）
について短い話をす
ることができる。

一連の簡単な語句
や文を使って、意見
や行動計画を、理由
を挙げて短く述べる
ことができる。

自分の考えを事前
に準備して、メモの
助けがあれば、聞き
手を混乱させないよ
うに、馴染みのある
トピックや自分に関
心のある事柄につい
て語ることができる。

自分の関心事であ
れば、社会の状況
(ただし自分の関心
事）について、自分
の意見を加えてある
程度すらすらと発表
し、聴衆から質問が
でれば相手に理解
できるように答える
ことができる。

ディベートなどで、そ
のトピックが関心の
ある分野のものであ
れば、論拠を並べ自
分の主張を明確に
述べることができ
る。

ディベートなどで、社
会問題や時事問題
に関して、補助的観
点や関連事例を詳
細に加えながら、自
分の視点を明確に
展開することがで
き、話を続けること
ができる。

複雑なトピックを、派
生的問題にも立ち
入って、詳しく論ずる
ことができ、一定の
観点を展開しなが
ら、適切な結論でま
とめ上げることがで
きる。

状況にあった文体
で、はっきりと流暢に
記述・論述ができ
る。効果的な論理構
成によって聞き手に
重要点を把握させ、
記憶にとどめさせる
ことができる。

言葉をことさら探さ
ずに流暢に自然に
自己表現ができる。
社会上、仕事上の目
的に合った言葉遣い
が、意のままに効果
的にできる。自分の
考えや意見を正確
に表現でき、自分の
発言を他の話し手の
発言にうまくあわせ
ることができる。

いかなる会話や議
論でも無理なくこな
すことができ、慣用
表現、口語体表現を
よく知っている。自分
を流暢に表現し、細
かい意味のニュアン
スを正確に伝えるこ
とができる。表現上
の困難に出会って
も、周りの人に気づ
かれないように修正
し、うまく繕うことが
できる。
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アルファベットの大
文字・小文字、単語
のつづりをブロック
体で書くことができ
る。

住所・氏名・職業な
どの項目がある表を
埋めることができ
る。

簡単な語や基礎的
な表現を用いて、身
近なこと（好き嫌い、
家族、学校生活な
ど）について短い文
章を書くことができ
る。

自分の経験につい
て、辞書を用いて、
短い文章を書くこと
ができる。

日常的・個人的な内
容であれば、招待
状、私的な手紙、メ
モ、メッセージなどを
簡単な英語で書くこ
とができる。

身の回りの出来事
や趣味、場所、仕事
などについて、個人
的経験や自分に直
接必要のある領域
での事柄であれば、
簡単な描写ができ
る。

自分に直接関わり
のある環境（学校、
職場、地域など）で
の出来事を、身近な
状況で使われる語
彙・文法を用いて、
ある程度まとまりの
あるかたちで、描写
することができる。

新聞記事や映画な
どについて、専門的
でない語彙や複雑で
ない文法構造を用い
て、自分の意見を含
めて、あらすじををま
とめたり、基本的な
内容を報告したりす
ることができる。

自分の専門分野で
あれば、メールや
ファックス、ビジネ
ス・レターなどのビジ
ネス文書を、感情の
度合いをある程度含
め、かつ用途に合っ
た適切な文体で、書
くことができる。

自分の専門分野や
関心のある事柄であ
れば、複雑な内容を
含む報告書や論文
などを、原因や結
果、仮定的な状況も
考慮しつつ、明瞭か
つ詳細な文章で書く
ことができる。

単語のつづりを１文
字ずつ発音されれ
ば、聞いてそのとお
り書くことができる。
また書いてあるもの
を写すことができる。

自分について基本
的な情報（名前、住
所、家族など）を辞
書を使えば短い句ま
たは文で書くことが
できる。

簡単な語や基礎的
な表現を用いて、
メッセージカード（誕
生日カードなど）や
身近な事柄について
の短いメモなどを書
ける。

趣味や好き嫌いに
ついて複数の文を用
いて、簡単な語や基
礎的な表現を使って
書くことができる。

文と文を and, but,
because などの簡
単な接続詞でつなげ
るような書き方であ
れば、基礎的・具体
的な語彙、簡単な句
や文を使った簡単な
英語で、日記や写
真、事物の説明文な
どのまとまりのある
文章を書くことがで
きる。

聞いたり読んだりし
た内容（生活や文化
の紹介などの説明
や物語）であれば、
基礎的な日常生活
語彙や表現を用い
て、感想や意見など
を短く書くことができ
る。

身近な状況で使わ
れる語彙・文法を用
いれば、筋道を立て
て、作業の手順など
を示す説明文を書く
ことができる。

物事の順序に従っ
て、旅行記や自分
史、身近なエピソー
ドなどの物語文を、
いくつかのパラグラ
フで書くことができ
る。また、近況を詳し
く伝える個人的な手
紙を書くことができ
る。

そのトピックについ
て何か自分が知って
いれば、多くの情報
源から統合して情報
や議論を整理しなが
ら、それに対する自
分の考えの根拠を
示しつつ、ある程度
の結束性のあるエッ
セイやレポートなど
を、幅広い語彙や複
雑な文構造をある程
度使って、書くことが
できる。

感情や体験の微妙
なニュアンスを表現
するのでなければ、
重要点や補足事項
の詳細を適切に強
調しながら、筋道
だった議論を展開し
つつ、明瞭で結束性
の高いエッセイやレ
ポートなどを、幅広
い語彙や複雑な文
構造を用いて、書く
ことができる。

いくつかの視点を示
して、明瞭な構成
で、かなり詳細に自
己表現ができる。自
分が重要だと思う点
を強調しながら、手
紙やエッセイ、レ
ポートで複雑な主題
について書くことが
できる。読者を念頭
に置いて適切な文
体を選択できる。

明瞭で流暢な文章を
適切な文体で書くこ
とができる。効果的
な論理構造で事情を
説明し、その重要点
を読み手に気づか
せ、記憶にとどめさ
せるよう、複雑な手
紙、レポート、記事を
書くことができる。仕
事や文学作品の概
要や評論を書くこと
ができる。
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core inventory 

CEFR-LEVEL Example メモ
A1 2 Functions/notions 3 Understanding and Using NumbersWe have three cats and one dog.
A1 2 Functions/notions 3 Understanding and Using NumbersMy father is 45 years old.
A1 2 Functions/notions 3 Understanding and Using NumbersThere are 500 people in our village.
A1 2 Functions/notions 4 Understanding and Using PricesHow much does the room cost? 45 Euros per night. 
A1 2 Functions/notions 4 Understanding and Using PricesThe train ticket to York is 7 pounds 50 (pence).
A1 2 Functions/notions 4 Understanding and Using PricesI spend about 50 dollars a day.
A1 2 Functions/notions 5 Telling the time What’s the time? A quarter to seven.
A1 2 Functions/notions 5 Telling the time Do you have the time please?
A1 2 Functions/notions 5 Telling the time Can you tell me the time, please? It's 9.45. (nine forty-five)
A1 2 Functions/notions 5 Telling the time The train leaves at three o’clock.
A1 2 Functions/notions 6 Directions The hotel is on the left.
A1 2 Functions/notions 6 Directions Go to the end of the street and turn right.
A1 2 Functions/notions 6 Directions Where is the supermarket? It's straight ahead.
A1 2 Functions/notions 7 Greetings Hi John, how are you today?
A1 2 Functions/notions 7 Greetings Good evening, Mr Jones.
A1 2 Functions/notions 7 Greetings This is Mary. Pleased to meet you
A1 2 Functions/notions 8 Giving personal information My name is Carlos.
A1 2 Functions/notions 8 Giving personal information I am from the north of China.
A1 2 Functions/notions 8 Giving personal information I live in Beirut.
A1 2 Functions/notions 8 Giving personal information I have two sisters and one brother.
A1 2 Functions/notions 9 Describing habit and routinesMy brother goes to work at 8 o’clock.
A1 2 Functions/notions 9 Describing habit and routinesI get the bus to college every day.
A1 2 Functions/notions 9 Describing habit and routinesI always go swimming on Tuesdays.
A1 46 Discourse markers 47 Connecting words (and, but, because)She lives in Switzerland and she goes skiing a lot.
A1 46 Discourse markers 47 Connecting words (and, but, because)I don’t like Indian food but I like Chinese.
A1 46 Discourse markers 47 Connecting words (and, but, because)I go to bed early because my job starts at 7:00.
A1 55 Verb forms 56 To be (including questions and negatives)We are from South America.
A1 55 Verb forms 56 To be (including questions and negatives)No I’m not tired.
A1 55 Verb forms 56 To be (including questions and negatives)France is a wonderful country.
A1 55 Verb forms 56 To be (including questions and negatives)I am a psychology student.
A1 55 Verb forms 56 To be (including questions and negatives)Are you French? No I’m not.
A1 55 Verb forms 57 Have got (British) Have you got any money?
A1 55 Verb forms 57 Have got (British) I’ve got all of his CDs
A1 55 Verb forms 57 Have got (British) We’ve got lots of time.
A1 55 Verb forms 58 Imperatives (+/-) Sit down, please.
A1 55 Verb forms 58 Imperatives (+/-) Go away!
A1 55 Verb forms 58 Imperatives (+/-) Don’t talk to the driver.
A1 55 Verb forms 58 Imperatives (+/-) Don’t spend too much money.
A1 55 Verb forms 59  Questions60 Questions Is she from Egypt?
A1 55 Verb forms 59  Questions60 Questions Do you like dancing?
A1 55 Verb forms 59  Questions60 Questions What is your name?
A1 55 Verb forms 59  Questions60 Questions Why are we waiting?
A1 55 Verb forms 59  Questions60 Questions What time is it?
A1 55 Verb forms 59  Questions60 Questions How much does it cost?
A1 55 Verb forms 59  Questions60 Questions When did you arrive?
A1 55 Verb forms 63 Present 64 Present simple She eats fruit every day.
A1 55 Verb forms 63 Present 64 Present simple We go to the beach on Sundays.
A1 55 Verb forms 63 Present 64 Present simple They live near Edinburgh.
A1 55 Verb forms 63 Present 65 Present continuous Ibrahim is studying medicine at Bristol University.
A1 55 Verb forms 63 Present 65 Present continuous John’s working in France now.
A1 55 Verb forms 63 Present 65 Present continuous It’s raining again.
A1 55 Verb forms 66 Past 67 Past simple After the meal we went to a club.
A1 55 Verb forms 66 Past 67 Past simple She fell and broke her leg.
A1 55 Verb forms 66 Past 67 Past simple I lived in Paris for 6 months.
A1 55 Verb forms 66 Past 68 Past simple (to be) It was very good.
A1 55 Verb forms 66 Past 68 Past simple (to be) I moved to Madrid when I was 15.
A1 55 Verb forms 66 Past 68 Past simple (to be) We were happy there.
A1 55 Verb forms 73 Future 74 Going to We are going to make a pizza this evening.
A1 55 Verb forms 73 Future 74 Going to They’re going to visit London tomorrow.
A1 55 Verb forms 73 Future 74 Going to Are you going to study this weekend?
A1 55 Verb forms 73 Future 85 I’d like I’d like a cup of coffee.
A1 55 Verb forms 73 Future 85 I’d like I’d like to go home.
A1 55 Verb forms 73 Future 86 Verb + -ing like/hate/love I love swimming.
A1 55 Verb forms 73 Future 86 Verb + -ing like/hate/love I don’t like waiting for buses.
A1 55 Verb forms 73 Future 86 Verb + -ing like/hate/love I hate being late.
A1 55 Verb forms 73 Future 86 Verb + -ing like/hate/love I like sitting in the sun and doing nothing.
A1 55 Verb forms 103 Modals ## Can/can’t (ability) I can’t swim.
A1 55 Verb forms 103 Modals ## Can/can’t (ability) He can speak Spanish, French and Italian.
A1 55 Verb forms 103 Modals ## Can/can’t (ability) She can play chess.
A1 55 Verb forms 103 Modals ## Can/could (functional) Can/could I use your phone?
A1 55 Verb forms 103 Modals ## Can/could (functional) Can/could I have a retunr?
A1 55 Verb forms 103 Modals ## Can/could (functional) Can I help?
A1 121 Nouns How much/many and very common countable and uncountableHow much money do you have?通し番号の記載なし
A1 121 Nouns How much/many and very common countable and uncountableHow many sisters do you have?
A1 121 Nouns How much/many and very common countable and uncountableDo you like cheese?
A1 121 Nouns How much/many and very common countable and uncountableI bought an apple and some bread.
A1 121 Nouns How much/many and very common countable and uncountableMira has very short hair.
A1 121 Nouns ## There is/there are There’s a bank near the station.
A1 121 Nouns ## There is/there are There are a lot of seats at the front.
A1 121 Nouns ## There is/there are Is there a supermarket near here?
A1 124 Pronouns ## Simple personal I bought a dictionary.
A1 124 Pronouns ## Simple personal They live in Newcastle.
A1 124 Pronouns ## Simple personal Sorry, I dropped it..
A1 126  Possessives ## Possessive adjectives This is my seat.
A1 126  Possessives ## Possessive adjectives Is this your pen?
A1 126  Possessives ## Possessive adjectives That’s our house.
A1 126  Possessives ## Possessive ‘s It’s Mary’s turn to buy coffee.
A1 126  Possessives ## Possessive ‘s The girl’s hair was bright red.
A1 126  Possessives ## Possessive ‘s This is the students’ room.
A1 126  Possessives ## Possessive pronouns This is my laptop.



core inventory 

A1 126  Possessives ## Possessive pronouns That is her coat.
A1 126  Possessives ## Possessive pronouns No. It’s mine.
A1 126  Possessives ## Possessive pronouns Is that their car?
A1 130 Prepositions and prepositional phrases## Prepositions, common He is sitting at the table.
A1 130 Prepositions and prepositional phrases## Prepositions, common We went to Sardinia last year.
A1 130 Prepositions and prepositional phrases## Prepositions, common He comes from Scotland
A1 130 Prepositions and prepositional phrases##  Prepositional phrases (time and movement)The holidays begin in July.
A1 130 Prepositions and prepositional phrases##  Prepositional phrases (time and movement)They like to play football in the evening.
A1 130 Prepositions and prepositional phrases##  Prepositional phrases (time and movement)On Tuesdays she goes to college.
A1 130 Prepositions and prepositional phrases133aPrepositions of place Our shop is on the High Street.
A1 130 Prepositions and prepositional phrases133aPrepositions of place They live in Reading.
A1 130 Prepositions and prepositional phrases133aPrepositions of time, including in/on/atI’ll see you in December.
A1 130 Prepositions and prepositional phrases133aPrepositions of time, including in/on/atIt starts at 6 o’clock.
A1 130 Prepositions and prepositional phrases133aPrepositions of time, including in/on/atThey lived there for ten years.
A1 130 Prepositions and prepositional phrases133aPrepositions of time, including in/on/atMy sister is coming on Tuesday.
A1 134 Articles ## Definite, indefinite She has a dog, but I don’t have a pet.
A1 134 Articles ## Definite, indefinite I’d like an apple juice, please.
A1 134 Articles ## Definite, indefinite Your jacket is on the chair.
A1 134 Articles ## Definite, indefinite I live by the sea.
A1 140  Determiners ## Basic (e.g. any, some, a lot of)I need a lot of sleep.
A1 140  Determiners ## Basic (e.g. any, some, a lot of)Do you have any cheese?
A1 140  Determiners ## Basic (e.g. any, some, a lot of)I’d like some vegetables, please.
A1 144 Adjectives ## Common She is wearing a red skirt.
A1 144 Adjectives ## Common That’s a beautiful phone.
A1 144 Adjectives ## Demonstrative This pizza is really good.
A1 144 Adjectives ## Demonstrative What did that man say?
A1 144 Adjectives ## Demonstrative Those oranges look very nice.
A1 144 Adjectives ## Demonstrative These people want to talk to us.
A1 144 Adjectives ## Comparative, superlative She’s taller than Michelle.
A1 144 Adjectives ## Comparative, superlative I am better at writing.
A1 144 Adjectives ## Comparative, superlative Tom is the oldest in the class.
A1 151  Adverbs ## Adverbs of frequency We always go shopping on Saturdays.
A1 151  Adverbs ## Adverbs of frequency We sometimes meet Susan here.
A1 151  Adverbs ## Adverbs of frequency I never go to the gym after work.
A1 160 Intensifiers ## Very basic (very, really) She’s a very tall girl.
A1 160 Intensifiers ## Very basic (very, really) John is a really good friend.
A1 166  Lexis ## Nationalities and countries Pedro is Spanish but he works in France.
A1 166  Lexis ## Nationalities and countries She comes from China but her husband is English.
A1 166  Lexis ## Personal information She’s married and has three children.
A1 166  Lexis ## Personal information I am 26 years old, single and I work in a bank.
A1 166  Lexis ## Personal information He’s an engineer.
A1 166  Lexis ## Food and drink I like fresh fruit for breakfast.
A1 166  Lexis ## Food and drink Vegetables are good for you.
A1 166  Lexis ## Food and drink What kind of coffee do you want?
A1 166  Lexis ## Food and drink I have a cup of tea every morning.
A1 166  Lexis ## Food and drink I don’t like fish.
A1 166  Lexis ## Things in the town, shops and shoppingWhere is the supermarket?
A1 166  Lexis ## Things in the town, shops and shoppingHow much does this cost?
A1 166  Lexis ## Things in the town, shops and shoppingWhere is the nearest internet café?
A1 166  Lexis ## Things in the town, shops and shoppingWhere can I buy a . . . ?
A1 166  Lexis ## Things in the town, shops and shoppingI’m looking for a bank/chemist.
A1 166  Lexis ## Travel and services vocabularyDoes this bus go to the town centre?
A1 166  Lexis ## Travel and services vocabularyI want to buy a phone.
A1 166  Lexis ## Travel and services vocabularyWhere is the train station?
A1 166  Lexis ## Verbs, basic He is a student.
A1 166  Lexis ## Verbs, basic They live in Brighton.
A1 166  Lexis ## Verbs, basic I work in a factory.
A1 166  Lexis ## Verbs, basic They like shopping.
A1 166  Lexis ## Clothes You can’t wear jeans at work.
A1 166  Lexis ## Clothes I bought a new T-shirt.
A1 166  Lexis ## Clothes I don’t like wearing skirts or dresses. I prefer jeans.
A1 166  Lexis ## Clothes My father wears a suit and tie to work.
A1 166  Lexis ## Clothes Is it cotton?
A1 166  Lexis ## Clothes I lost my new leather jacket.
A1 166  Lexis ## Colours My favourite colours are red and green.
A1 166  Lexis ## Colours He always wears black.
A1 166  Lexis ## Colours The houses near the sea are all blue or pink.
A1 166  Lexis ## Dimensions My room is very small.
A1 166  Lexis ## Dimensions It’s a long street.
A1 166  Lexis ## Dimensions Scottish mountains are not very high.
A1 166  Lexis ## Ways of travelling My friends get the bus to work but I take the train.
A1 166  Lexis ## Ways of travelling I usually fly to France, but sometimes I drive.
A1 189 Topics ## Family life
A1 189 Topics ## Hobbies and pastimes
A1 189 Topics ## Holidays
A1 189 Topics ## Work and jobs
A1 189 Topics ## Shopping
A1 189 Topics ## Leisure activities



Threshold Level シリーズ

No1No2 No3No4CATEGORY1 CATEGORY2 CATEGORY3 CATEGORY4 EXPRESSION POS R EXEMPLAR W T V

LF1 1.1 The learner CAN impart and elicit factual informationidentifying (with pointing gesture) (an object) this one, that one, these, those T

LF1 1.1 The learner CAN impart and elicit factual informationidentifying (with pointing gesture) (a person) me, you, him, her, us, them

LF1 1.1 The learner CAN impart and elicit factual informationidentifying (where pointing impossible) (a person) It + BE + me, you, him, her, us, them.T

LF1 1.1 The learner CAN impart and elicit factual informationidentifying (where pointing impossible) (a person or object) It + BE + NP.

LF1 1.2 The learner CAN impart and elicit factual informationreporting (describing and narrating) declarative sentences within the learner's grammatical and lexical competences (see 9:2.1)

LF1 1.3 The learner CAN impart and elicit factual informationcorrecting As 1.1 and 1.2, but with contrastive stress. T

LF1 1.4 1.4.aThe learner CAN impart and elicit factual informationasking for confirmation declarative sentences with high-rising intonationT

LF1 1.4 1.4.aThe learner CAN impart and elicit factual informationasking for confirmation short questions

LF1 1.4 1.4.aThe learner CAN impart and elicit factual informationasking for confirmation I, you, he, she, it, we, they + BE/HAVE/DO/CAN/WILL?

LF1 1.4 1.4.aThe learner CAN impart and elicit factual informationasking for confirmation OK?

LF1 1.4 1.4.bThe learner CAN impart and elicit factual informationasking for information  Wh  questions: (time) When? T

LF1 1.4 1.4.bThe learner CAN impart and elicit factual informationasking for information  Wh  questions: (place) Where? T

LF1 1.4 1.4.bThe learner CAN impart and elicit factual informationasking for information  Wh  questions: (manner) How? T

LF1 1.4 1.4.bThe learner CAN impart and elicit factual informationasking for information  Wh  questions: (reason) Why? T

LF1 1.4 1.4.cThe learner CAN impart and elicit factual informationasking seeking identification  Wh  questions: (person) Who? T

LF1 1.4 1.4.cThe learner CAN impart and elicit factual informationasking seeking identification  Wh  questions: (thing) What? T

LF1 1.4 1.4.cThe learner CAN impart and elicit factual informationasking seeking identification  Wh  questions: Which (+ one/NP)? (T)

LF1 1.5 1.5.aThe learner CAN impart and elicit factual informationanswering questions for confirmation Yes (+ tag) T

LF1 1.5 1.5.aThe learner CAN impart and elicit factual informationanswering questions for confirmation No (+ negative tag) T

LF1 1.5 1.5.bThe learner CAN impart and elicit factual informationanswering questions for information  short answers: (time and place) adverbs, prepositional phrases

LF1 1.5 1.5.bThe learner CAN impart and elicit factual informationanswering questions for information  short answers: (manner) prepositional phraseslike this (with demonstration)

LF1 1.5 1.5.bThe learner CAN impart and elicit factual informationanswering questions for information  short answers: (reason) because + declarative sentence. (T)

LF1 1.5 1.5.cThe learner CAN impart and elicit factual informationanswering questions for identification as 1.1. T

LF1 1.5 1.5.cThe learner CAN impart and elicit factual informationanswering questions for identification NP

LF2 2.1 2.1.1The learner CAN express and find out attitudesFactual: agreement, etc. expressing agreement with a statement (with positive statements) Yes (+ nod of the head).

LF2 2.1 2.1.1The learner CAN express and find out attitudesFactual: agreement, etc. expressing agreement with a statement (with negative statements) No (+ shake of the head).



熟練した 
言語使用者 

C2 聞いたり読んだりした、ほぼ全てのものを容易に理解することができる。いろいろな話し言葉や書き言葉から得た情報をまとめ、根拠も論点も一貫した方法で再構築できる。自然に、流暢かつ正確に自己表現ができる。 

C1 
いろいろな種類の高度な内容のかなり長い文章を理解して、含意を把握できる。言葉を探しているという印象を
与えずに、流暢に、また自然に自己表現ができる。社会生活を営むため、また学問上や職業上の目的で、言葉
を柔軟かつ効果的に用いることができる。複雑な話題について明確で、しっかりとした構成の、詳細な文章を作
ることができる。  

自立した 
言語使用者 

B2 
自分の専門分野の技術的な議論も含めて、抽象的な話題でも具体的な話題でも、複雑な文章の主要な内容を
理解できる。母語話者とはお互いに緊張しないで普通にやり取りができるくらい流暢かつ自然である。幅広い
話題について、明確で詳細な文章を作ることができる。  

B1 
仕事、学校、娯楽などで普段出会うような身近な話題について、標準的な話し方であれば、主要な点を理解で
きる。その言葉が話されている地域にいるときに起こりそうな、たいていの事態に対処することができる。身近
な話題や個人的に関心のある話題について、筋の通った簡単な文章を作ることができる。  

基礎段階の
言語使用者 

A2 
ごく基本的な個人情報や家族情報、買い物、地元の地理、仕事など、直接的関係がある領域に関しては、文や
よく使われる表現が理解できる。簡単で日常的な範囲なら、身近で日常の事柄について、単純で直接的な情報
交換に応じることができる。  

A1 
具体的な欲求を満足させるための、よく使われる日常的表現と基本的な言い回しは理解し、用いることができ
る。自分や他人を紹介することができ、住んでいるところや、誰と知り合いであるか、持ち物などの個人的情報
について、質問をしたり、答えたりすることができる。もし、相手がゆっくり、はっきりと話して、助けが得られるな
らば、簡単なやり取りをすることができる。  

（参考）外国語の学習・教授・評価のためのヨーロッパ共通参照枠について 

（出典） ブリティッシュ・カウンシル、ケンブリッジ大学英語検定機構  

○ CEFR （Common European Framework of Reference for Languages: Learning, teaching, assessment） は， 語学シラバ

スやカリキュラムの手引きの作成、学習指導教材の編集、外国語運用能力の評価のために、透明性が高く、分かりや

すい、包括的な基盤を提供するものとして、２０年以上にわたる研究を経て策定された。欧州域内外で使われている。 

○ 欧州域内では、国により，CEFRの「共通参照レベル」が，初等教育，中等教育を通じた目標として適用されたり，欧州

域内の言語能力に関する調査を実施するにあたって用いられたりするなどしている。 

平 成 2 7 年 1 2 月 1 1 日 
教  育  課  程  部  会 
外国語ワーキンググループ 
資 料 ４  参 考 資 料 １ 
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中国 韓国 台湾 ベトナム 日本 

高校における教育
目標 

卒業時の目標：言語技能等
５項目の到達基準「７級」（明
確・持続的な学習意識あり
等）学年ごとの目標は定めず。 

－ 

「普通高校必修科目「英
語」課程綱要において４
技能及びそれらの総合
的応用能力の到達目標

を定める。 

卒業時の目標： 

CEFR B１ レベル 

初等教育段階に 

おける外国語教 

育の導入時期 

2001年 

（平成13年） 

1997年 

（平成9年） 

2001年 

（平成13年） 

2003年 

（平成15年） 

2011年 

（平成23年） 

外国語教育の 

開始学年 

小学校 

第3学年 

小学校 

第3学年 

小学校 

第3学年 

※導入当初は第5学年 

小学校 

第3学年 

小学校 

第５学年 

各学校 

段階に 

おける 

外国語 

教育の 

授業時 

数 

小学校 

週4回以上 

・3・4年は短時間（30分）がメ
イン 

・5・6年は短時間授業と長時
間授業（40分）の混合、長
時間授業は週２回以上 

 ※地域差あり 

○２００８年改定 

・3～4年は週2コマ 

・5～6年は週3コマ 

※1コマ40分、年間３４週 

○改定前（２００７年以前）
は 

 ・３～４年は週１コマ 

 ・５～６年は週２コマ 

週2コマ 

※1コマ40分 

週2コマ 

※1コマ35～45分 

週１コマ 

※１コマ45分、年間
35週 

中学校 週4回以上 

１～２年は週３コマ 

３年は週４コマ 

※1コマ45分、年間３４週 

週４コマ 

※1コマ45分 

週3コマ 

※1コマ45分 

週４コマ 

※1コマ50分 

高等 

学校 
週4回以上 

１年は週４コマ 

２～３年は選択科目単位
制 

※1コマ50分、年間３４週 

週５コマ 

（必修４，選択１） 

週3コマ 

※1コマ45分 

必履修科目は 

３単位時間 

他は選択科目 

到達目標の設定 

国のＣＡＮ－ＤＯリストあり 

「義務教育英語課程標準
（2011年）、「普通高校英語
課程標準（2003年）に記載 

－ 
Ｃａｎ-DOリストあり。 

例）台北市小学校言語学習領域英語
課程指導要領において、小学校低学

年～高学年向けリストを記載 

国独自のリスト「ＫＮＬ
ＮＮＶＮ」を作成（1、2
級～上級5、6級）、
2014年3月から開始 

－ 

[参考]諸外国における外国語教育の状況 
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アジアの英語教科書のレベルの比較 

CEFR推定語彙サイズと日本及びアジアの教科書レベルの比較 

出典：小池生夫（明海大学外国語学部教授）「第二言語習得研究を基盤とする小、中、高、大の連携をはかる英語教育の先導的基礎研究」 
                          （平成20年3月 「平成16年度～平成19年度科学研究費補助金 研究成果報告書」）をもとに作成 

CEFRレベル 推定語彙サイズ 日本 中国・韓国・台湾 

C1/C2 8000語～ 社会人？ 大学 

B2 5500～8000語 大学 高等学校 

B1 3000～5500語 高等学校／大学 高等学校 

A2 
1000～3000語 

高等学校 中学校 

A1 高等学校 中学校 

PreA1 約1000語 中学校 小学校 

→日本の英語教科書のテキスト分量は、中国、韓国、台湾のテキストより平均して５～６分の１の割合しかない。 

（参考）CEFRレベル準拠コーパスの分析結果 

B2 3496語 

B1 2894語 

A2 1565語 

A1 282語 

PreA1 987語 

※数字は見出し語化、スペリング・エラーなど修正前のもの。 
                                                                       ※アジアの英語教科書を調査した結果に基づくもの。 

※「CEFR」：Council of Europeが作成した「外国語の学習、教授、評価のためのヨーロッパ共通参照枠」（Common European Framework of Reference for 
Language）。言語能力を６段階（A1,A2レベル：基礎段階の使用者、B1,B2レベル：自立した使用者、C1,C2レベル：熟達した使用者）に分けてい
る。なお、PreA1とは、アルファベットや文字と音声の関係の習得が大きなハードルとなることなどのヨーロッパとは異なる言語文化事情を考
慮して設定されている。 
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対応学年 級 要求 

外国語学校 九級   

高校３学年 八級 普通高校卒業時に要求されるレベル 

高校２学年 七級   

高校１学年 六級   

中学３学年 
五級 

中学３学年終了時に要求されるレベ
ル 

中学２学年 四級   

中学１学年 三級   

小学５、６学年 
二級 

小学校６学年終了時に要求されるレ
ベル 

小学３、４学年 一級 

 中国における各学校段階の英語教育の内容 

＜八級の達成目標概要＞ 

強い自負心と自主学習能力がある。身近な話題に
ついて、英語スピーカーと自然に交流できる。会
話・文章の内容について、評論的な見解を表明で
きる。連続した、完全な短い文章を書くことができる。
言語を使ったさまざまなジャンルの活動を、自ら企
画、立案、実施することができる。これには、計画
設定・実施、実験や調査の結果発表を含む。イン
ターネット等のさまざまな教育資源を有効利用し、
情報を得て処理できる。自主的に学習効果を評価
し、有効な英語学習の戦略を立てることができる。
言語コミュニケーションの文化的内容と背景を理解
し、異国文化に対して、尊重・包容の姿勢を持つ。 

級 

技能 リスニング スピーキング リーディング ライティング 

目標内
容 

1、口調による態度の違
いを聞き取ることができ
る。 
2、身近な話題について
の討論や会話を聞き取
り、要点を理解、記憶す
ることができる。 
3、簡単な文章の見解を
つかむことができる。 
4、ラジオ、テレビの英語
ニュースのテーマ、大意
をほぼ聞き取ることがで
きる。 
5、間接的な表現の提案、
アドバイスなどを聞き取
ることができる。 
 

1、適切な語調とリズムで話
すことができる。 
2、タスクに沿って話し合い、
計画を立てることができる。 
3、実験や調査のプロセスと
結果を報告できる。 
4、準備をした後、一般的な話
題について３分間スピーチが
できる。 
5、日常的なやりとりの中で、
意見、決断、抗議、苦情など
を効果的に言葉で表現できる。 
6、外国人の買い物や観光に
同行するなどし、一般的な生
活内で通訳ができる。 

1、それぞれの資料の異なる
見解や観点を読み取り、理
解できる。 
2、異なる文体の特徴をつか
むことができる。 
3、文章構造を分析し、難解
な文や長文の内容を理解で
きる。 
4、教員の助けを借りつつ、
平易な文学作品を読解でき
る。 
5、カリキュラムの規定に沿っ
て、電子ブックやインターネッ
ト上の情報をつかみ、整理・
処理できる。 
6、授業の教材のほかに、36
万語以上の読書をする。 

1、構造化され、理論立っ
た作文を書き、出来事を
説明したり、自身の考え
や見解を表現したりでき
る。 
2、テキストをもとに、概要
を書くことができる。 
3、適切な文体を使い、筋
の通った文章展開ができ
る。 
4、文章や図表の情報をも
とに、短い報告書やレ
ポートを書くことができる。 

＜技能項目の指標目標（八級）＞ 

出典：「諸外国における外国語教育の実施状況調査」（平成22年3月） 4 
 



高等学校 海外の教科書(例） 

教科書にＣＥＦＲレベル
の対応が明示されており、 
学習者のレベルにあわせ
た学習活動が可能 

オックスフォード大学出版 
  基本の教科書（「コミュニケーション１」）と「発表」、「討論」、「交渉」などの言語活動に対応した 
 多様な教科書 

単元ごとの達成目標・学
習プロセスが可視化され
ており、効果的な学習が
可能 

基本となる教科書から
「発表、討論、交渉」な
どの言語活動のための教
科書・教材が豊富 

発表 

討論・交渉 

基本的な教科書 
©Oxford University Press 2015 1 
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コミュニケーション1 例：Get Ahead シリーズ (全3レベル 1～3) 

©Oxford University Press 2015 

Unitにおける 
授業内容概要 

レベル 2の 
CEFRレベル 
→A1-A2 

各Unitにおける達成目標（カリキュラム） 

2 
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テキストのサンプルページ（Unit中一部抜粋） 
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発表 例：Stretch シリーズ  
      (全4レベル  Starter, 1～3) 

レベル 3の 
CEFRレベル→B1 

©Oxford University Press 2015 

Unitにおける 
授業内容概要 

各Unitにおける達成目標（カリキュラム） 
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テキストのサンプルページ 
（Unit中一部抜粋） 
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討論・交渉  
例：Q:Skills for Success Listening and Reading シリーズ (全6レベル Intro, 1～5) 

レベル 3の 
CEFRレベル→B1 

©Oxford University Press 2015 

Unitにおける 
授業内容 
概要 

各Unitにおける達成目標（カリキュラム） 
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10 
 



©Oxford University Press 2015 

テキストのサンプルページ 
（Unit中一部抜粋） 
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